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脱落するタイヤは、左後軸が全体の90％強
タイヤ・ホイール・ハブボルトの点検を確実に行いましょう

《冬期間の事故防止》
○ 天候・道路状況に応じた運転 ⇒ スピードダウン
○ 視界不良時の車間距離の確保 ⇒ 事故を回避できる車間距離
○ 交差点における安全確認の徹底 ⇒ 歩行者、信号、標識

「冬道は 心の余裕と 車間距離」

スリップ事故に注意
危険を予測し、あらかじめのスピードダウンをお願いします

事故防止のため 「早めの休憩を」
～2時間走行、15分休憩～

《挟まれ・墜落・転落・下敷き 注意》

《作業中、足を滑らせ、『転倒』に注意しましょう》

午前５時 大型トラックがはみ出したか？
乗用車と正面衝突
乗用車の男性が意識不明

◇目がかゆいは、眠気のサイン 運転時の休憩は、２時間ごとに◇
◇2時間走行、15分休憩 守ろう 自分の命、他人の命◇

２０２４／１／１６（火） ９：５１
１６日午前５時過ぎ、山形県の国道で、大型トラックと乗用車が正面衝突しました。この事故で、乗用車を運転

していた８０代の男性が意識不明の重体となり、病院に運ばれました。大型トラックの運転手にけがはありません
でした。当時、大型トラックの運転手から「正面衝突事故があり、乗用車の男性がドアにもたれかかって返答が
ない」などと通報があり、通報内容などから大型トラックが対向車線にはみ出したとみられるということです。

午前７時半 横断歩道を渡っていた女子高校生
タクシーにはねられ、意識不明の重体

女子高校生は通学途中でした
◇登下校時間は、最も危険な時間帯 スピード落として、細心の注意◇

２０２４／１／１６（火） ９：０９
１６日午前７時半すぎ、東京都の交差点で「歩行者とタクシーの事故」と目撃者から１１９番通報がありました。警

視庁によりますと、通学中の女子高校生が横断歩道を渡っている際にタクシーにはねられ病院に運ばれましたが
、意識不明の重体だということです。警視庁は、タクシーを運転していた男性（２５）を過失運転傷害の疑いで現
行犯逮捕しました。取り調べに対し、タクシーの男性は「けがをさせたことに間違いありません」などと容疑を
認めているということで、警視庁が事故の原因を詳しく調べています。

午前６時 仕事現場に向かう途中のトラック
信号待ちの乗用車に追突
飲酒運転の疑いで男を逮捕
基準値の4倍のアルコール

「きのう夜9時から11時まで焼酎を飲んだ」
◇飲酒運転 こんなことで、自分の人生を「棒に振ってよいのか」◇
◇飲酒運転･･･平穏な日常を一瞬で悲劇に変えてしまいます◇

２０２４／１／１６（火） １２：４０
１６日午前６時すぎ、福岡県で信号待ちの乗用車にトラックが追突しました。追突された車の運転手は首や腰の

痛みを訴えていますが、軽傷だということです。このトラックの運転手が警察に通報し、警察が現場に駆けつけ
ると、追突したトラックを運転していた男がたばこを吸い始めるなど落ち着かない態度を見せ、酒の臭いがした
ため呼気を調べたところ、基準値のおよそ４倍のアルコールが検出され、男は酒気帯び運転の疑いで現行犯逮捕
されました。逮捕されたのは、会社員の容疑者（６０）です。警察の調べに対し「きのう夜９時から１１時まで焼酎
ロックを３杯飲んだ」と話し、容疑を認めているということです。トラックは、仕事現場に向かう途中だったと
いうことです。


